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業　績　概　要

　住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社は，住化ライフテク株式会社と住化エンビロサイエンス株

式会社との経営統合により2014年４月に発足いたしました。会社としては新しくなりましたが，当社のビ

ジネスは昭和13年の殺菌剤，防カビ剤の生産販売に遡ることができ，以来，シロアリ防除剤，ヒラタキク

イムシ対策防虫剤，木材防カビ剤など数多くの木材保存剤を開発販売してまいりました。

　今回，ヒラタキクイムシの効率的な防除方法の確立を目的に，ヒラタキクイムシに対する試験方法を検

討し，これまでより簡易な方法により人工環境下で安定的に産卵させる方法を見出しました。本方法を用

いて，殺虫成分の産卵抑制効果や孵化抑制効果の評価を実施し，薬剤種によりヒラタキクイムシの生育段

階で薬剤の効果が異なることを明らかにいたしました。

今後の取り組み

　昨今，ヒラタキクイムシ類による被害として，アフリカヒラタイキクイムシなどによる被害が全国的に

も報告事例が増えており，今後も住環境の変化により被害が拡大することが懸念されます。今後も，ヒラ

タキクイムシ類の生態に則した試験方法や，防除方法を検討し，より効率的な防除方法などの開発を進め

ていきたいと考えております。
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